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スイッチを入れると、カラフルな写真や動画が現れ

たり、机の上の書類にメモ書きするような感覚でパソ

コンが使えるようになったのは、そんなに昔のことで

はありません。マウスのクリック一つでインターネッ

トで買い物が出来るなんて、ひと昔前では考えられな

い話でした。ここまでの道のりには、夢を追い続けた、

たくさんの人たちの試行錯誤、失敗、模倣、涙、怒り、

感動のドラマがありました。今回から、このようなパ

ソコンの生い立ちについてお話していこうと思います。

私たちの体が何十億もの細胞から成り立っていると

いうことを知らなくても、日常生活に支障をきたすこ

とはありません。同じようにパソコンのルーツである

計算機を理解しなくても、何の問題もありません。詳

しい計算機の歴史はインターネットで簡単に調べられ

ますので深入りするつもりはありませんが、ここでは、

そのポイントだけお話しておきましょう。

発端は、第二次世界大戦までさかのぼります。戦

争は、悲惨な結果しか残しませんが、皮肉なことに、

私たちの生活の役に立っている軍事技術が、たくさ

んあります。計算機もその一つです。数学者のフォ

ン・ノイマン氏は、ナチスの弾圧を逃れてアメリカ

に亡命します。そこでマンハッタン計画に加わり、後

にノイマン式計算機の理論を打ち立てます。ノイマ

ン氏が考えた計算機は、プログラム内蔵方式とも言

われ、あらかじめ記憶装置に組んであるプログラム

を順番に実行して動くタイプのものでした。私たち

が使っているパソコンも立派なノイマン式計算機で

す。現時点でも、この方式に代わるコンピュータは

実用化されていません。京都の西陣織の機械をご覧

になった方はご存知かと思いますが、その制御には、

細長い紋紙という厚紙が使われています。その厚紙

に空けられた穴の通りに美しい模様が織り上げられ

て行く仕組みです。紋紙を交換すると違った模様の

西陣織が織りあがります。ノイマン式の計算機もこ

れと良く似た原理で動いているのです。

最近は、小学校でもそろばんを教えないので、ご存

知の方は少ないと思いますが、電卓が出まわる前は商

売をする人たちの必需品でした。中国の後漢時代に発

明され、日本では江戸時代から使われていたそろばん

は、一列が1の重みを持った4つの玉と5の重みを持った

1つの玉から成り、この5つの玉で0から9までを表現で

きる10進数の計算器でした。このそろばん一つで、何

桁もの計算をこなせました。また、パスカルの計算器

という別の起源を持つ、歯車を組み合わせた手廻し式

のタイガー計算器が大正時代に大本寅次郎氏により商

品化されましたが、これも10進数が使われていました。

このように日常の計算に10進数が使われた理由は、子

どもが10本の指を使って計算をしている姿を見ると容

易に想像ができます。（p.12 図1 タイガー計算器）
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一方、電子計算機は2進数が採用されました。電流が

流れている状態を1、切れている状態を0に対応させる

ことで非常にシンプルに回路が組めるからです。この

オンとオフを切りかえるスイッチのスピードが電子計

算機の性能を決定しています。現在、パソコンのパン

フレットに掲載されている、2.4GHzなどのクロック周

波数がこのスイッチのスピードを表しています。

2.4GHzのパソコンは１秒間に24億回、オンとオフを切

り替えながら計算をしています。余談になりますが、電

気計算機でなく、なぜ電子計算機なのでしょうか。エ

ジソンが活躍した明治、大正時代は、電気という2文字

がモダンを象徴していたようです。電気冷蔵庫、電気

洗濯機だけでなく、浅草にある神谷バーの電気ブラン

もそんな時代を反映するネーミングだったようです。真

空管やトランジスタが出てきてから、それを使う機械

には電子という単語が使われるようになったそうです。

さて、スイッチとして最初に採用されたのはリレー

でした。継電器とも言われているように、今でも様々

な電気回路、特に鉄道や変電所などの電力関係の設備

に使われていますが、コイルに電流を流すと電磁石が

鉄の接点を引っ張りスイッチを入れるという単純なメ

カでした。リレーは動作が非常に遅く、接点不良が多

くて実用には耐えられませんでした。

次に使われたのが真空管でした。基本的な構造は今

の白熱電球と同じもので、メカではなく電子的に電流

の制御ができましたが、長い間通電していると熱を持

ったり、切れたりするという欠点がありました。最初

の計算機として有名なENIACは真空管が使

われていました。大砲の弾道計算を高速に

実行するために作られたこの計算機は、手

計算では100年かかるものを2時間でこなす

事ができたそうです。ENIACは40坪もの広

い部屋にコの字状に置かれていたそうです。

当然、空調設備も完備していたでしょうか

ら信じ難い話ですが、闇の中で光る真空管

を目指して、たくさんの蛾が集まり、回路

をショートさせてトラブルを起こすことも

多かったと言い伝えられています。今でも、

プログラムのミスをバグと言いますが、そ

の語源はここにあるということです。真空

管を何百個も使ったENIACの平均連続使用時間は15分

というもので商用化には程遠い代物でした。（図2 最初

の計算機ENIACのイメージ）

科学技術の進歩には、突然のブレークスルーが不

可欠です。電話で有名なAT＆Tベル研究所のショック

レー氏による革命的なスイッチング素子、トランジ

スタの発明もその一つです。地球上の石の中に無尽

蔵に含まれるシリコンという素材をサンドイッチ状

に重ねた簡単な仕組みでスイッチを実現しました。真

空管のように熱を持たない、切れることもない、小

型で安価に作れるので大量生産に向いていました。ラ

ジオ、テレビを始め、様々な電子機器に使われまし

た。この発明が、今のITの礎を築いたと言っても過言

ではありません。

（図3 トランジスタ）
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トランジスタの発明でノーベル賞を受賞したショック

レー氏は、AT＆Tベル研究所から独立して、カリフォ

ルニアの石だらけの荒れ地に、ショックレー・セミコ

ンダクタ社というトランジスタ製造会社を設立します。

この場所は、すでにスタンフォード大学を中心にヒュ

ーレット・パッカード社なども居を構えており、IT業

界にとっては、後年シリコンバレーと呼ばれる重要な

場所になります。ショックレー・セミコンダクタ社の

ロバート・ノイス氏やゴードン・ムーア氏は、フェア

チャイルド・セミコンダクタ社を経て、現在、世界中

で8万人の従業員を持つ「インテル入ってる？」のTVコ

マーシャルでも有名なインテル社を設立します。

インテル社は、何百個ものトランジスタを1枚の基盤

に搭載できる集積回路の技術を応用して、最初は半導

体メモリなどを製造していましたが、大量生産を得意

とする日本の企業に、価格、品質面で太刀打ちできな

くなり新しい飯の種をさがすことになります。当時は、

シャープやカシオだけでなくキャノン、ソニーを始め、

様々な会社が電子式卓上計算機、後に電卓と呼ばれる

計算機を作っていました。ひと抱えもある五十万円を

超えるシャープのオールトランジスタの電子式卓上計

算機が爆発的に売れました。

そんな電卓ブームに乗った日本の新興企業、ビジコ

ン社に電卓用LSIの開発を依頼されたインテル社は、１

個のチップにプログラムを内蔵させることで、すべて

の電卓機能に対応させる方法を考えました。このアイ

デアは、ビジコン社からの要求が複雑すぎて、通常の

開発方法では赤字が必至であったための苦肉の策であ

ったと言われています。このマイクロプロセッサと呼

ばれる小さな部品が、今のパソコンに使われている

Pentiumの元祖です。その設計には、ビジコン社から派

遣されていた日本の若きエンジニア、嶋正利氏が深く

関わっていました。ご存知のように、その後マイクロ

プロセッサは、4004→4040→8008→8080→8086→

80286→386→486→Pentium→Pentium2→Pentium3→

Pentium4へと驚異的な発展を遂げていくのです。

この急成長には、2進数の秘密が隠されています。太

閤秀吉の家来のそろり新左衛門は、戦で手柄を立てた

ときの褒美に他の武将たちが年貢を何百石も要求した

のに対し、1日1粒の米で結構、その代わり日ごとに倍

に増やしていって欲しいと言う奇妙な申し入れをしま

す。最初のうちは大した量でなかった米が、2，4，8，

16…と増えていき、数週間足らずで何百万個の米粒に

なり、秀吉も音を上げて、その知恵者ぶりに脱帽した

という話があります。マイクロプロセッサの性能も、こ

の逸話のように4ビット、8ビット、16ビット…と、倍々

ゲームで進歩してきたのです。（図4 マイクロプロセッサ

の驚異的な発展）

次回は、いよいよ、パソコンの元祖の登場です。お

楽しみに。
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